
独立行政法人日本原子力研究開発機構の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

　① 平成２０年度における役員報酬についての業績反映のさせ方

　② 役員報酬基準の改定内容

理事長

副理事長

理事

監事

２　役員の報酬等の支給状況

平成20年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

20,196 13,692 5,862
547
95

（地域手当）
（通勤手当）

*

千円 千円 千円 千円

17,252 11,760 4,917
470
105

（地域手当）
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

16,806 10,176 4,786
1,628

216
（地域手当）
（通勤手当）

*

千円 千円 千円 千円

16,720 10,176 4,786
1,628

130
（地域手当）
（通勤手当）

※

A理事

前職
就任・退任の状況

役名
その他（内容）

理事長

副理事長

Ｂ理事

国家公務員の給与制度と同様に平成18年より実施している給与構造改革の
経過措置のうち地域手当の支給割合の経過的な暫定措置について、平成
20年4月に18％支給地域について14％から16％に、6％支給地域について
2％から4％に国家公務員の改正に準じそれぞれ支給割合を変更。

国家公務員の給与制度と同様に平成18年より実施している給与構造改革
の経過措置のうち地域手当の支給割合の経過的な暫定措置について、平
成20年4月に18％支給地域について14％から16％に、6％支給地域につい
て2％から4％に国家公務員の改正に準じそれぞれ支給割合を変更。

役員報酬については、役員給与規程により期末特別手当において文部科学省独立行政法
人評価委員会が行う業績評価の結果を勘案し、その者の勤務実績に応じ理事長が定めるこ
ととしている。

国家公務員の給与制度と同様に平成18年より実施している給与構造改革
の経過措置のうち地域手当の支給割合の経過的な暫定措置について、平
成20年4月に18％支給地域について14％から16％に、6％支給地域につい
て2％から4％に国家公務員の改正に準じそれぞれ支給割合を変更。

国家公務員の給与制度と同様に平成18年より実施している給与構造改革
の経過措置のうち地域手当の支給割合の経過的な暫定措置について、平
成20年4月に18％支給地域について14％から16％に、6％支給地域につい
て2％から4％に国家公務員の改正に準じそれぞれ支給割合を変更。
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平成20年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

15,186 10,176 4,255
407
348

（地域手当）
(単身赴任手当）

※

千円 千円 千円 千円

15,186 10,176 4,255
407
348

（地域手当）
(単身赴任手当）

※

千円 千円 千円 千円

15,051 10,176 4,468 407 （地域手当） ※

千円 千円 千円 千円

14,838 10,176 4,255 407 （地域手当） *

千円 千円 千円 千円

14,679 10,176 4,011 492 (単身赴任手当） ※

千円 千円 千円 千円

14,037 9,192 3,844
367
634

（地域手当）
（通勤手当）

*

千円 千円 千円 千円

13,538 9,192 3,844
367
135

（地域手当）
（通勤手当）

※

３　役員の退職手当の支給状況（平成20年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

2,544 2 0 H19.9.30 1.0 ※

千円 年 月

2,544 2 0 H19.9.30 1.0 ※

千円 年 月

2,544 2 0 H19.9.30 1.0 ※

役名
就任・退任の状況

前職
その他（内容）

文部科学省独立行政
法人評価委員会によ
る業績評価により業績
勘案率は1.0とされ、
役員退職金支給規程
に基づき支給額が決
定された。

同上

同上

注３：当機構は特殊法人から移行した独立行政法人であり、本表に特殊法人の役員としての支給額、在職
期間等は含まれていない。

理事B

理事C

注2：本表の「前職」欄の「＊」は退職公務員、「※」は独立行政法人等の退職者、「◇」は役員出向者、「＊
※」は退職公務員でその後独立行政法人等の退職者であることを示す（該当がない場合は空欄）。

注１：「摘要」欄には、独立行政法人評価委員会による業績の評価等、退職手当支給額の決定に至った事
由を記入している。

摘　　要

Ｃ理事

B監事

Ｄ理事

E理事

F理事

Ｇ理事

注１：「地域手当」とは民間の賃金水準が高い地域に在勤する役員に支給しているものである。

注２：本表の「前職」欄の「＊」は退職公務員、「※」は独立行政法人等の退職者、「◇」は役員出向者、
「＊※」は退職公務員でその後独立行政法人等の退職者であることを示す（該当がない場合は空欄）。

法人での在職期間

理事A

A監事
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Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　② 職員給与決定の基本方針
　ア 給与水準の決定に際しての考慮事項とその考え方

　イ 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方

〔能率、勤務成績が反映される給与の内容〕

　ウ 平成20年度における給与制度の主な改正点

勤務成績を勘案して理事長が定める基準による。期末手当

　① 人件費管理の基本方針

給与種目

本給

制度の内容

勤務成績を勘案して昇給（標準を4号給とし8号給の幅で決定）及び昇格による。

  当機構の行う業務について既存事業の効率化を進め、独立行政法人会計基準に基づく一
般管理費（公租公課を除く。）について、平成16年度の日本原子力研究所及び核燃料サイク
ル開発機構の合計額に比べ中期目標期間中に、その15％以上を削減するほか、その他の
事業費(外部資金で実施する事業費を除く。) について、中期目標期間中、毎事業年度につ
き1％以上の業務の効率化を図る。
   なお、「行政改革の重要方針」（平成17 年12 月24 日閣議決定）において削減対象とされ
た人件費については、平成22年度までに平成17年度の人件費と比較し、5%以上削減する。
そのため、今中期目標期間の最終年度である平成21 年度の人件費については、平成17年
度の人件費と比較し、概ね4%以上の削減を図る。ただし、今後の人事院勧告を踏まえた給
与改定分については削減対象から除く。

原則として自律性と労使自治の原則に基づき決定すべきものであるが、その水準の決定に際
しては、業務の実績を考慮し、かつ、社会一般の情勢に適合したものとする。

　給与の支給に当たっては、当機構及び各職員の業績が反映されることが原則である。
　従前の各職員の業績を給与に反映させる人事評価制度について、組織業績向上、人材育
成、適切な処遇を重点とした人事評価制度へ再構築した。この人事評価制度に基づき、平成
19年度の評価結果から7級以上の職員について、平成20年度の昇給・昇格及び期末手当に
反映させており、平成20年度の評価結果から全職員について、平成21年度の昇給・昇格及び
期末手当に反映させている。

○期末手当の引下げ（△０．１月分）

○平成18年度に実施した給与改定の経過措置について減額措置を実施。
　 当機構は平成17年10月1日に旧日本原子力研究所と旧核燃料サイクル開発機構が統合し
設立された法人である。平成18年度に、国家公務員における給与構造改革を踏まえ、適切な
給与水準となるよう旧二法人の給与水準を統一した本給表への改定、職責手当及び研究手
当の見直しを行い現給保障の観点から経過措置を実施していたが、本経過措置について期
限（最長平成21年度まで）を設けると共に、減額措置を継続。

○人事院勧告に伴う国家公務員の給与改定に準じ、下記の事項を実施。
　・地域調整手当の支給割合の変更（100分の1→100分の２）
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２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

3,609 44.1 8,444 5,956 74 2,488
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,689 44.3 8,257 5,824 75 2,433
人 歳 千円 千円 千円 千円

903 43.5 9,019 6,364 72 2,655
人 歳 千円 千円 千円 千円

5 56.9 7,975 5,589 46 2,386
人 歳 千円 千円 千円 千円

12 52.1 7,194 5,110 95 2,084

人 歳 千円 千円 千円 千円

7 47.1 15,999 13,551 0 2,448

人 歳 千円 千円 千円 千円

212 40.8 6,834 5,504 52 1,330
人 歳 千円 千円 千円 千円

70 41.7 6,755 4,760 29 1,995
人 歳 千円 千円 千円 千円

32 42.2 8,849 6,246 62 2,603
人 歳 千円 千円 千円 千円

6 43.0 11,050 9,034 16 2,016
人 歳 千円 千円 千円 千円

18 46.2 5,905 4,271 82 1,634
人 歳 千円 千円 千円 千円

12 58.9 5,391 3,927 78 1,464
人 歳 千円 千円 千円 千円

1
人 歳 千円 千円 千円 千円

73 34.5 6,091 6,091 61 0

人 歳 千円 千円 千円 千円

53 61.9 3,509 2,910 101 599
人 歳 千円 千円 千円 千円

40 61.9 3,501 2,908 106 593
人 歳 千円 千円 千円 千円

10 61.9 3,756 3,102 105 654
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 61.8 2,796 2,303 24 493

人 歳 千円 千円 千円 千円

77 30.0 1,898 1,562 87 336
人 歳 千円 千円 千円 千円

77 30.0 1,898 1,562 87 336

注１：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

技能労務職

事務・技術

再任用職員

事務・技術
（賞与なし）

研究職種
（賞与なし）

診療所医療職
（その他）

在外職員

任期付職員

事務・技術

研究職種

区分

常勤職員

注２：「技能労務職」とは、守衛、自動車運転手等である。

注３：該当者がいない区分中の職種については省略している（常勤職員区分：医療職種・教育職種・診療所医療
職種（医師）、任期付職員中区分：医療職種・教育職種、再任用職員：医療職種・教育職種・診療所医療職種（医
師）・診療所医療職種（その他）、非常勤職員：研究職種・技能労務職種・医療職種・教育職種・診療所医療職種
（医師）・診療所医療職種（その他））。

注４：任期付職員欄の事務・技術（賞与なし）については該当者が1人のため、当該個人に関する情報が特定され
るおそれがあることから、人数以外は記載していない。

研究職種

技能労務職

非常勤職員

事務・技術

研究職種

診療所医療職
（医師）

診療所医療職
（その他）

技能労務職

事務・技術

うち所定内人員 うち賞与平均年齢
平成20年度の年間給与額（平均）

総額
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②

注１：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、⑤まで同じ。

注２：本表には任期付職員のうち常勤職員と類似の給与体系の者を含んでいる。以下、⑤まで同じ。

年間給与の分布状況（事務・技術職員／研究職員）〔在外職員及び再任用職員を除く。以下、⑤まで同じ。〕
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（事務・技術職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

29 57.1 13,513 13,867 14,307

325 53.4 10,828 11,127 11,490

978 44.5 7,030 7,709 8,341

699 31.2 4,006 4,843 5,629

（研究職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

33 58.0 13,622 14,013 14,642

166 50.0 10,577 11,134 11,768

95 31.1 4,969 5,378 5,861

③

区分 計 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

標準的 部長 次長 課長 課長代理 係長 係員 係員 係員 係員
な職位

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

2,689 28 141 318 573 966 372 125 99 67
（割合） （　 1.0%） （　 5.2%）（　11.8%）（　21.3%）（　35.9%）（　13.8%） （　 4.6%） （　 3.7%） （　 2.5%）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

59 59 59 59 59 59 45 41 27

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
53 48 43 38 33 29 26 23 20

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

10,145 10,408 9,340 8,571 7,311 5,871 4,024 3,529 2,383

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

8,861 7,532 6,510 5,318 3,944 3,213 2,738 2,312 1,985
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

14,814 14,661 12,850 11,648 10,057 8,211 5,655 5,015 3,446

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

13,015 11,213 9,282 7,509 5,671 4,601 3,939 3,346 2,896

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～

最低)

人員

年齢（最高
～最低）

（事務・技術職員：常勤職員）

研究員

注１：「本部部長」には、本部部長相当職である本部以外の部門長等を含む。

注２：「本部課長」には、本部課長相当職である本部以外のグループリーダー、主幹等を含む。

 職級別在職状況等（平成21年４月１日現在）

本部部長

本部課長

注１：「本部部長」には、本部部長相当職である本部以外の部長等を含む。

注２：「本部課長」には、本部課長相当職である本部以外の課長、主幹等を含む。

注３：「本部係長」には、本部係長相当職である本部以外の係長、主査を含む。

注４：「本部係員」には、本部係員相当職である本部以外の係員を含む。

平均年齢 平均分布状況を示すグループ 人員

人員 平均年齢 平均

本部係長

本部係員

分布状況を示すグループ

本部部長

本部課長

人 人 １１人 人
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区分 計 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

標準的 部長 次長 課長 課長代理 係長 係員 係員 係員 係員
な職位

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

61 1 1 7 4 12 8 5 16 7
（割合） （　 1.6%） （　 1.6%）（　 11.5%） （　 6.6%）（　19.7%）（　13.1%） （　 8.2%）（　26.2%）（　11.5%）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

59 55 49 53 45 37 29

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

45 43 35 32 29 24 26
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

7,179 7,037 6,140 4,628 3,750 3,423 2,878
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

6,499 5,610 4,085 3,288 2,863 2,319 2,357
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

10,149 9,952 8,304 6,353 5,187 4,665 3,890

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

9,391 7,994 5,884 4,764 4,112 3,358 3,295

区分 計 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

標準的 部長 次長 課長 課長代理 係長 係員 係員 係員 係員
な職位

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

903 33 87 166 275 252 70 20
（割合） （　 3.7%） （　9.6%）（　18.4%）（　30.5%）（　27.9%） （　 7.8%） （　 2.2%） （　 　　%） （　 　　%）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

59 59 59 59 58 34 29

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

55 49 41 35 33 29 26
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

10,108 9,665 9,122 7,954 7,154 4,703 3,584

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

8,931 7,871 6,250 4,956 4,193 3,457 2,768
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

14,886 13,620 13,050 11,069 9,555 6,399 4,932

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

13,113 11,438 8,946 6,993 5,979 4,897 3,968

区分 計 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

標準的 部長 次長 課長 課長代理 係長 係員 係員 係員 係員
な職位

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

26 1 1 19 5
（割合） （　 　　%） （　 3.8%） （　 　　%） （　 3.8%）（　73.1%）（　19.2%） （　 　　%） （　 　　%） （　 　　%）

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

46 35

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

32 31
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

6,398 4,779

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

4,397 4,230
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

8,832 6,463

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

6,067 5,876

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～

最低)

（研究職員：任期付職員）

人員

年齢（最高
～最低）

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～

最低)

（研究職員：常勤職員）

人員

年齢（最高
～最低）

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～

最低)

（事務・技術職員：任期付職員）

人員

年齢（最高
～最低）

注：該当者が2名以下の級については、当該個人情報に関する情報が特定されるおそれのあることから、年齢以下の事項は記
載していない。
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④

夏季（6月）冬季（12月） 計
％ ％ ％

90.1 90.4 90.3
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 9.9 9.6 9.7

％ ％ ％

         最高～最低 16.9～0.0 16.6～0.0 16.5～0.0
％ ％ ％

97.0 96.7 96.8
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 3.0 3.3 3.2

％ ％ ％

         最高～最低 16.9～0.0 16.6～0.0 16.7～0.0

夏季（6月）冬季（12月） 計
％ ％ ％

90.0 90.5 90.3
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 10.0 9.5 9.7

％ ％ ％

         最高～最低 16.9～0.0 16.2～0.0 16.4～0.0
％ ％ ％

95.5 95.0 95.2
％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 4.5 5.0 4.8

％ ％ ％

         最高～最低 16.9～0.0 16.6～0.0 16.7～0.0

⑤

118.4

110.7

（研究職員)

105.8

104.5

 （参考）
対民間 95.1

注：当機構の賞与は賞与額全体を査定対象としており、国家公務員における期末手当相当分と勤勉手当相当分の区分を行っ
ていないが、本表への記載に当たり仮に最低評価を受けた場合に支給される額を一律支給分として記載した。

注：当機構の年齢別人員構成をウエイトに用い、当機構の給与を国の給与水準（「対他法人」においては、すべての独立行政法
人を一つの法人とみなした場合の給与水準）に置き換えた場合の給与水準を１００として、法人が現に支給している給与費から算
出される指数をいい、人事院において算出している。

注１：民間との比較に当たっては、当機構の職種及び法人規模を勘案し、平成19年賃金構造基本統計調査において最も類似
している「電気業1,000人以上」のデータ（以下「比較データ」という。）を使用している。

注２：算出にあたっては、当機構の上記国家公務員及び他法人との比較に当たり使用した給与額と比較データの「所定内給与
額」に12を乗じたものに「年間賞与その他特別給与額」を加えたものを比較している。

注３：対民間の算出に当たっては、比較データに職種区分がないことから、比較データと当機構の全職種（事務、技術、研究及
び技能労務）を対象として比較したものである。

注４：比較データに合わせ、性別及び学歴を考慮している。また、比較データには中学卒の学歴データがないことから当機構
の対象から中学卒を削除している。

対他法人（研究職員）

職員と国家公務員及び他の独立行政法人との給与水準（年額）の比較指標

（事務・技術職員)

対国家公務員（行政職（一））

対他法人（事務・技術職員）

対国家公務員（行政職（一））

賞与（平成20年度）における査定部分の比率

（事務・技術職員）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

（研究職員）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）
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給与水準の比較指標について参考となる事項

○事務・技術職員

地域勘案　　　　　　 １２５．７

参考 学歴勘案　　　　　　 １１８．３

地域・学歴勘案　　　１２５．２

　当機構では、原子力の基礎研究から実用化までを行う国内唯一の総合的な原子力研究開発機関として、プロ
ジェクト型の研究開発体制を採用しており、各プロジェクトにおいて同様の職責を担わせ一体性を持って遂行して
いることから研究・技術・事務等の各職種の職員に対し統一の本給表を採用している。また、原子力の基礎研究等
を行う研究職員とプラントの技術開発等を行う技術職員については、能力に応じた手当を支給する体系としてい
る。
　国家公務員においては事務・技術職員と研究職員の給与体系が異なることから、比較に当たっては便宜的に当
機構の職員を国家公務員の職種に合わせ分類・比較している。従って、当機構においては下表中「国に比べて給
与水準が高くなっている定量的な理由」、「給与水準の適切性の検証」、「講ずる措置」については各職種同一で
あることから一括記載としている。

（１）人材確保及び類似業種の給与水準
　原子力研究開発の拠点は都市部に立地することが困難である。このような状況の
中で大都市に立地し先端的な技術開発を進める他分野の研究機関や電力会社等
の民間企業と競って有為な人材を確保し、かつ雇用の流動化の傾向が強まる中で
優秀な人材を維持・育成していく必要がある。このため、採用困難の解消、採用後の
人材確保を目的に給与措置を講じてきている。独立行政法人の役職員の給与の妥
当性については、類似の業務を営む民間企業との比較が必要不可欠とされているこ
とから、参考指標として主な競合先であり人事交流先である電気業等との賃金水準
の比較の結果、電気業を100とした場合、当機構の賃金水準は９５．１となっており、
賃金水準は概ね均衡しているものと思われる。

指数の状況

項目 内容

対国家公務員　　１１８．４

　国に比べて給与水準が
　高くなっている定量的な
　理由

（３）原子力研究開発の特殊性
   当機構の研究開発の中核である茨城県那珂郡東海村においては、当機構施設
のほか、原子力発電所、核燃料加工工場等多数の原子力関連事業所などが立地
し、賃金水準は高い状況にある。茨城県の「市町村民所得推計」によると東海村の
所得水準は、国家公務員の地域手当設定地域である水戸市等と同等である。な
お、このように空港など民間事業所等の特殊な集積状況により、官署の所在する近
隣と大きく賃金事情が異なった事情にある等の特別の事情を踏まえ、給与措置を講
じている例は、国家公務員においても存在している。

（２）人員構成
　当機構（旧日本原子力研究所と旧動力炉・核燃料開発事業団の和）の職員定数
は、昭和42年から昭和54年に2,887人から4,914人と2,027人急増している。その後、
昭和63年に5,348人となった後、平成18年度には4,248人となり、この間約1,100人減
少している。この定員減少に伴い、原子力施設の管理等に関する業務に関し可能な
範囲でアウトソーシングを図っているが、そのような状況においても業務の高い安全
性を確保するため、職員をこれらの業務の管理監督に従事させる必要がある。この
ような状況において、高年齢の階層が占める割合が高く、かつ管理監督的職務に従
事する職員の比率が高いことから、人員構成が指数上昇の一因となっている。

○平均年齢　（平成20年国家公務員給与等実態調査　参考）
　　国家公務員（行政職(一））　４１．１歳　（40歳以上の占める割合　52.5%）
　　原子力機構（事務・技術） ４４．２歳　(40歳以上の占める割合　65.8%）
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講ずる措置

【累積欠損額について】累積欠損額　0円（平成19年度決算）
【検証結果】該当無し

①原子力研究開発の拠点は都市部に立地することが困難である。このような状況の
中で大都市に立地し先端的な技術開発を進める他分野の研究機関や電力会社等
の民間企業と競って有為な人材を確保し、かつ雇用の流動化の傾向が強まる中で
優秀な人材を維持・育成していく必要がある。このため、採用困難の解消、採用後の
人材確保を目的に給与措置を講じてきている。独立行政法人の役職員の給与の妥
当性については、類似の業務を営む民間企業との比較が必要不可欠とされているこ
とから、参考指標として主な競合先であり人事交流先である電気業等との賃金水準
の比較の結果、電気業を100とした場合、当機構の賃金水準は９５．１となっており、
概ね賃金水準は均衡している。更に公開されているデータを基に、民間等の主な競
合企業の学部卒初任給を比較した場合においても、当機構の初任給は高いとはい
えない。
　また、当機構は国家プロジェクトの遂行にあたり、主に本省勤務の国家公務員と人
事交流をしているが、当機構に人事交流として在籍する国家公務員の給与水準は
当機構と同程度である。なお、上記の国家公務員の給与水準の100という値は、本
府省の他、管区機関及び府県単位機関に勤務するすべての国家公務員の平均と
なっている。

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　93．1％
（国からの財政支出額　186,134,557千円、支出予算の総額　199,852,379千円：平
成20年度予算）

【検証結果】
　当機構の使命である原子力の研究開発業務は、実用化までに長期の期間を要す
るとともに、原子炉等の高度な研究施設の整備・維持に多額のコストを要するため、
大きな開発リスクを伴い、収益性の観点から民間での実施が困難な事業である。ま
た、これらの事業の性格が、国からの財政支出を受けている理由であり、その規模が
大きい理由である。
　このような国家的プロジェクトの研究開発の実施に当たっては、高度の安全確保が
求められ、先端的かつ機微な技術を取り扱うこととなるため、研究・技術系及び事務
系職員には、深い専門知識と高い技術能力やこれらのプロジェクトの進捗・状況に
応じ研究内容を踏まえ企画立案を行う確実な職務遂行能力及び専門性が必要とさ
れる。このような人材を確保・維持するためには、大都市に立地し先端的な技術開発
を進める他分野の研究機関や電力会社等の民間企業と競う必要があり、その結果と
して現在の給与水準となっている。

　給与水準の適切性の
　検証

○平成22年度に見込まれる対国家公務員指数（年齢勘案118.9：年齢・地域・学歴
勘案126.0）
○具体的改善策
①給与構造改革の取組みを継続し、引き続き本給上昇の抑制を図る。
②給与構造改革における本給の改訂部分の一部（0.55％分）を引き続き削減すると
ともに、平成21年度で経過措置を終了する。
③国家公務員が新設した本府省手当については導入しない。
④諸手当等の水準について引き続き具体的な検討を行う。
⑤平成21年度以降管理職数の縮減を図る。
○給与水準是正の目標水準及び具体的期限
人材確保の観点から類似の業務を営む民間企業との水準を注視しつつ指数の削減
を図る。当面の目標として上記の施策を着実に履行し平成22年度に年齢勘案指数
を118.9以下とする。

②当機構は多数かつ多種多様な原子力施設を要し、原子炉等規制法等に基づき、
高い安全性を確保して維持管理することが必要不可欠である。一方、原子力施設の
管理等に関する業務に関し可能な範囲でアウトソーシングを図っているが、そのよう
な状況においても業務の高い安全性を確保するには、職員をこれらの業務の管理
監督に従事させる必要がある。このため、当機構の人員構成において、国家公務員
と比べて管理監督的職務に従事する職員の比率が高くなっているものの、人事院勧
告（平成２０年８月）において給与水準を比較した民間企業（500人以上）における管
理職比率と比べると当機構の比率は低くなっている。
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○研究職員

地域勘案　　　　　　 １２９．０

参考 学歴勘案　　　　　　 １０５．３

地域・学歴勘案　　　１２４．０

○　比較対象職員の状況

・事務技術

　①表（職種別支給状況）の常勤職員欄事務・技術の2,689人及び任期付職員欄の事務・技術職員61人

計2,750人

2,750人の平均年齢 44.2歳、平均年間給与額 8,208千円

・研究職種

　①表（職種別支給状況）の常勤職員欄の研究職種 903人及び任期付職員欄の研究職種 26人

計 929人

 929人の平均年齢 43.3歳、平均年間給与額 8,977千円

○支出総額に占める給与、報酬等支給総額の割合 18.3%

○管理職の割合 　　　　(事務・技術） 18.1%

　　　　（研究） 31.6%

注：職級別在職状況等（平成21年4月1日現在）の対象者より算出した割合である。

○大卒以上の高学歴者の割合　　（事務技術） 38.1%

　　　　（研究） 99.2%

注：職級別在職状況等（平成21年4月1日現在）の対象者より算出した割合である。

　国に比べて給与水準が
　高くなっている定量的な
　理由

事務・技術職員と同様につき省略

項目

　給与水準の適切性の
　検証

指数の状況

対国家公務員　　１０５．８

講ずる措置

○平成22年度に見込まれる対国家公務員指数（年齢勘案106.0：年齢・地域・学歴
勘案122.5）
○具体的改善策
①給与構造改革の取組みを継続し、引き続き本給上昇の抑制を図る。
②給与構造改革における本給の改訂部分の一部（0.55％分）を引き続き削減すると
ともに、平成21年度で経過措置を終了する。
③国家公務員が新設した本府省手当については導入しない。
④諸手当等の水準について引き続き具体的な検討を行う。
⑤平成21年度以降管理職数の縮減を図る。
○給与水準是正の目標水準及び具体的期限
人材確保の観点から類似の業務を営む民間企業との水準を注視しつつ指数の削減
を図る。当面の目標として上記の施策を着実に履行し平成22年度に年齢勘案指数
を106.0以下とする。

事務・技術職員と同様につき省略

内容
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Ⅲ　総人件費について
当年度

（平成20年度）
前年度

（平成19年度）
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(A)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｂ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｃ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(D)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項
①　給与、報酬等支給総額及び最広義人件費の対前年度比増減要因

総人件費改革の取組状況

Ⅳ 法人が必要と認める事項
特になし

注１：「人件費削減率（補正値）」とは、「行政改革の重要方針」（平成17年12月24日閣議決定）による人事院勧告を踏まえ
た官民の給与較差に基づく給与改定分を除いた削減率である。なお、平成18年、平成19年、平成20年の行政職(一）職員
の年間平均給与の増減率はそれぞれ0％、0.7％、0％である。

注２：競争的研究資金又は研究開発独立行政法人の受託研究若しくは共同研究のための民間からの外部資金又は国か
らの委託費及び補助金により雇用される任期付職員、運営費交付金により雇用される任期付研究者のうち、国策上重要
な研究課題（第三期科学技術基本計画（H18.3.28閣議決定）において指定されている戦略重点科学技術をいう。）に従事
する者及び若手研究者（平成17年度末において37歳以下の研究者をいう。）を削減対象人件費の範囲から除いているた
め、Ⅲ表の「給与、報酬等支給総額」と削減対象人件費の金額とが異なることとなる。
注３：注２の任期付研究者及び任期付職員の人件費を総人件費改革に係る削減対象人件費の範囲から除く前の「給与、
報酬等支給総額」（削減対象人件費）は、基準年度（平成17年度） 42,199,962千円、平成18年度 41,409,507千円、平成
19年度 40,353,871千円であった。

区　　分

38,924,457

平成20年度

38,660,266

福利厚生費

27,849,592

8,344,460 8,103,624 240,836 (3.0)

平成19年度

4,138,365

注１：当法人は平成17年10月1日に設立のため「中期目標期間開始時からの増△減」は6ヶ月分の実績に対する増減である。

注２：本表には常勤職員のほか任期付職員、再雇用職員の人件費が含まれているため財務諸表の附属明細書の数字とは一
致しない。

非常勤役職員等給与
2,169,612

最広義人件費
(102.9)

△ 252,444 (87.4)40,509,413

4,286,501 (105.6)

(219.6)1,895,458 274,154

(392.5)

18,774,313

54,909,406 56,215,844 △ 1,306,438 (△2.3)

中期目標期間開始時（平成
17年度）からの増△減

給与、報酬等支給総額

1,490,711(14.5)

比較増△減

(△0.6)

△ 1,568,984 (△27.5)

40,256,969

5,707,349 3,298,067
退職手当支給額

年度
基準年度

（平成17年度）
平成18年度

中期計画に基づく職員の削減及び給与水準の見直し等により「給与、報酬等支給総額」が減少した。また、退職者数の減
少に伴い、「退職手当支給額」が減少し、これを主たる要因として、「最広義人件費」が減少した。

②　「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」（平成18年法律第47号）及び「行政改革の重
要方針」（平成17年12月24日閣議決定）による人件費削減の取組状況

ｉ）主務大臣が中期目標において示した人件費削減の取組みに関する事項

　「行政改革の重要方針」（平成17 年12 月24 日閣議決定）を踏まえ、平成18 年度以降の５年間で国家公務員に準じた
人件費削減を行うとともに、役職員の給与に関し、国家公務員の給与構造改革を踏まえた給与体系の見直しを図る。

ⅱ）法人が中期計画において設定した削減目標、国家公務員の給与構造改革を踏まえた見直しの方針

△ 5.7
人件費削減率（補正値）

（％） △ 0.9

△ 4.3

△ 5.0

人件費削減率
（％） △ 0.9

　「行政改革の重要方針」（平成17 年12 月24 日閣議決定）において削減対象とされた人件費については、平成22年度ま
でに平成17年度の人件費と比較し、5%以上削減する。そのため、今中期目標期間の最終年度である平成21年度の人件
費については、平成17年度の人件費と比較し、概ね4%以上の削減を図る。ただし、今後の人事院勧告を踏まえた給与改
定分については削減対象から除く。また、国家公務員における給与構造改革を踏まえ、本給表カーブのフラット化を図ると
ともに、管理職手当の見直しに加え、現行の調整手当等の見直しを図る。

ⅲ）上記ⅱ）の進ちょく状況

　国家公務員における給与構造改革を踏まえ、平成18年4月に役員給与規程の改定及び一部職員の本給表の改定を
行った。平成19年4月に更なる本給表の改定（引下げ及びフラット化）、枠外昇給制度の廃止、地域調整手当の新設（上記
ⅱにおいて調整手当）、職責手当（上記ⅱにおいて管理職手当）の引下げ及び研究手当の引下げ等を実施している。

△ 5.0

給与、報酬等支給総額
（千円） 40,687,464 40,341,563
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